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奈良岡健三教授のご退官に寄せて
保健体育科教授 後藤 俊
「人生70年古来稀なり」と言うが，昭和53年度の厚生白書によると，日本人の平均寿命は，
男子72.9歳，女子78.3歳と言われている。この度退官される奈良岡健三教授には数々の逸話・
エピソードがあるが，それをご紹介して先生のお人柄を表わしてみたいと思う。
小生は時代を湖ること28年前，学生時代よりのお付き合いと言うことになる。当時を思い出
してみると若さ溢れる vitalityに富んだ先生であった。それを実証された一例を紹介してみる。
その頃北大の4年目の学生が 一般体育実技の出席時数が足りなく単位の取得の相談に先生の
室に来ていた。その時，先生は体育着にすぐ着替えられて 「よし，俺と走って，俺に勝ったら
単位をやるよjと言って，今の教養部の前からクラーク会館まで約 2kmを走った。必死に単位
を追い駆ける 5人の学生をものともせず＼大差で、先生が勝ったのであった。普段の授業をさぼ
っていると20歳の差があるように感じる。
先生の競技歴はすばらしいものがあるが，その代表的なのは競歩である。このスポーツは，
最も 「地味」で，それに 「根気jを要するのであるが，日本記録を26年間も保持されていた。
また紺屋の白袴になるなと常に口にされ 不断の努力 たゆまぬ錬磨を実践しておられる先生
は，戦後急速に普及してきたバドミントン競技に力を注がれ，プレイヤーとして活躍され，ベ
テランとして王座を守りつづけたのであった。
その後，ゴルフに熱中し，シニヤクラスでNo.lの実力を持たれ，若者と交じってプレイをして
も，オールドパワーを発揮し，白髪を振り乱しながらスイングする姿は20歳台の青年を思わせ
る。冬は，ツアーリングスキーをしながらのゴルフである。白いボールに赤いラインを記して
の苦肉の策で白い雪原にボールを打ちまくるのである。
体育学会に於いては，北海道支部長，顧問を歴任し，研究者として著名な先生は精力的に膨
大な資料を収集し，また新鋭器機を使用しての各種の測定など何回も自分自身で試みられ，数
回にEる学会発表・研究紀要への寄稿など実践にすぐ役立つ資料を提供されたことなど，学会
はもとより社会からも高く評価されている。特にトレーニング理論とその実践に於いては，札
幌オリンピックの複合競技のトレーニングドクターとして活躍され，その中でもジャンプ陣の
トレーニング計画にも関与し，日の丸飛行隊のオリンピック 3位まで独占の輝かしい成績を残
し，世界を驚かせたものであった。
本学保健体育科（創設当時は体育科）が，現在のように隆盛したことも，創設当時の難問の
糸口を陰ながら援助の手を差しのべられ無事誕生させた功労者でもあった。換言するならば，
先生の助言がなかったら保健体育科は無からたのである。
坂井壱郎先生，天野智恵美先生に次ぎ3代目科長としての実績はすばらしく，研究器材の系
統的整備をされる一方，学生の身になっての熱弁をふるっての講義は隣りの教室までにも響き
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i度り，実技の指導に於いては学生の方が老弱で、先生の方が若者と言う錯覚に陥るほどであった
ことが思い出される。
「根性」 「執念」 「実践」 「愛情」 「厳しさ」とスポーツマンに要求されるすべての言葉が，
ぴったりとお似合いになる先生は，一度ペンを持たれると書き終えるまで，食事もとらずに何
時間もかかって，執筆される様相は我々が学ばなければならないことであろう。
趣味に関しても卓越しているのは囲碁であり， 2代目科長の天野先生と北大在職時代に， 3 
日間一睡もされないで対決されたことが，今日でも語り草になっている。
立てばゴルフ，坐れば本因坊，歩く姿はレクジョニングと，70歳に して現代の若者がするこ
とを全部やりこなす，スーパ－：オールドボーイと言う言葉が当り そうである。 これからも身
近に居られるので，今後もますますわ元気にと心に念じ，また，大変借越と思われたが， 文才
のない小生が，恩師を思う気持で記述したしだいである。
職歴
昭和7年4月 青森県上北郡コ沢小学校訓導
昭和8年4月 青森市造道小学校訓導
昭和9年3月 東京高等師範学校入学のため
休戦
昭和13年3月 静岡県立沼津高等女学校教諭
昭和16年 6月 北海道帝国大学付属土木専門
部助教授
昭和21年12月 北海道帝国大学予科教授
昭和24年6月 北海道大学助教授
昭和42年4月 北海道大学教育学部教授
研究歴
昭和47年8月
昭和48年 3月
昭和48年4月
昭和49年4月
昭和50年4月
北海道大学体育指導センタ一
所長併任 （48年3月まで）
北海道大学退職
北海道女子短期大学教授
向上保健体育科科長
南部忠平記念スポーツセンタ
ー館長併任
昭和55年3月 北海道女子短期大学退職
昭和田年4月 北海道女子短期大学教授嘱託
奈良岡健三教授の研究は，主と して持久性の研究で，その幅は広く 選手から生涯体育に至る
までの研究で，学会発表23回， 論文 120編に及ぶが， この所には紹介が出来ないので省略した
い。著書は，共同で2編， 一人でl編（「体育の科学的基礎」慶応通信，昭和30年。これは電子
工学が大陸間弾道弾を生み出している時代であるのに生体科学に一番の遅れがあることに痛感
しての出版である）がある。
研究の手始めは，ペドメ ーター （万歩計）を街路に持ち出しての自然歩行の研究であった。
一番の思い出は，日本体育協会スポーツ科学委員の委嘱で行った，複合選手とジャンプの選手
のトレーニングドクターであると言 う。 例えば笠谷選手は全ての点で世界ーであったが，ただ
持久性が不足であった。 6カ月間奈良岡研究室に通い，サーキットトレーニングの苦しいト レ
ーニングを続け， 46週目に初期の29分の終了時聞を17分台に短縮したことは驚異的であったと
言う。これからは，腕時計位のレクジョニング用ペースメーカーと いうものを考案し， 誰もが
健康マラソ ンが出来るように したいものだと意欲満々である。
